
　
三
菱
鉛
筆
株

式
会
社
（
数
原

滋
彦
社
長
、
東

京
都
）
は
、
４

月
３
日
午
前
11

時
か
ら
東
京

都
・
品
川
区
の

本
社
で
、
当
日

出
席
の
新
入
社

員
15
名
を
迎

え
、「
第
16
回

鉛
筆
け
ず
り
入

社
式
」
を
開

催
、
新
入
社
員

が
、
創
業
の
原

点
で
あ
る
「
鉛
筆
」
を
先
輩
社
員

に
教
わ
り
な
が
ら
小
刀
で
削
っ
た

ほ
か
、
今
回
初
め
て
削
っ
た
鉛
筆

で
デ
ッ
サ
ン
に
も
挑
戦
し
た
。

　
入
社
式
に
先
立
ち
、
数
原
社
長

は
「
本
日
よ
り
、
皆
さ
ん
は
三
菱

鉛
筆
の
一
員
に
な
る
。
こ
の
鉛
筆

け
ず
り
入
社
式
の
ア
イ
デ
ア
は

２
０
０
８
年
、
ｕ
ｎ
ｉ
誕
生
50
周

年
に
、
当
時
の
若
手
社
員
が
『
当

社
ら
し
い
入
社
式
と
は
何
か
』
を

考
え
て
カ
タ
チ
に
な
っ
た
も
の

で
、
削
る
こ
と
で
筆
記
具
と
し
て

の
持
ち
味
を
発
揮
す
る
鉛
筆
の
よ

う
に
、
新
入
社
員
が
入
社
後
も
自

分
自
身
を
研
ぎ
続
け
、
活
躍
し
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
込
め
ら
れ

て
い
る
。
今
年
は
、
常
に
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
社
風

に
あ
わ
せ
て
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、

デ
ッ
サ
ン
と
い
う
表
現
体
験
を
加

え
た
一
味
違
っ
た
鉛
筆
け
ず
り
入

社
式
と
な
っ
て
い
る
。
た
く
さ
ん

の
見
学
者
の
中
で
緊
張
す
る
面
も

あ
る
と
思
う
が
、
緊
張
感
を
含
め

て
入
社
式
を
楽
し
ん
で
欲
し
い
」

と
挨
拶
。

　
鉛
筆
削
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
「

2
0

2
3

.4
.1

w
e

lco
m

e

　to

　M
itsu

b
isi

　P
en

cil

」
と

名
入
れ
さ
れ
た
鉛
筆
「
ｕ
ｎ
ｉ
（

ユ
ニ
）
」
１
ダ
ー
ス
が
新
入
社
員

に
配
ら
れ
、
各
自
が
小
刀
を
手
に

鉛
筆
削
り
を
開
始
。
そ
の
後
、
先

輩
社
員
が
入
場
、
代
表
し
て
生
産

企
画
室
の
山
嵜
氏
が
前
方
ス
ク
リ

ー
ン
に
削
り
方
を
投
影
し
な
が
ら

見
本
を
披
露
し
、
新
入
社
員
が
鉛

筆
を
小
刀
で
削
り
進
め
た
。

　
新
入
社
員
の
ほ
と
ん
ど
は
小
刀

で
鉛
筆
を
削
る
の
が
初
め
て
と
あ

っ
て
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
鉛
筆

削
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
。

ま
た
、
同
社
の
目
指
す
「
世
界
一

　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
黒
田
英

邦
社
長
、
大
阪
市
）
は
、
鉛
筆

の
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
さ
が
好
評

の
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
「
鉛
筆

シ
ャ
ー
プ
」
が
、
中
国
を
代
表
す

る
国
際
デ
ザ
イ
ン
賞
「
Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ

ｇ
ｎ
　
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ

ｃ
ｅ
　
Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
　
２
０
２
２

（
Ｄ
Ｉ
Ａ
２
０
２
２
）」
に
お
い
て

「
Ｈ
ｏ
ｎ
ｏ
ｒ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
　
Ｍ
ｅ

ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
を
受
賞
し
た
。

　「
Ｄ
Ｉ
Ａ
」
は
、
中
国
美
術
学

院
と
中
国
工
業
デ
ザ
イ
ン
協
会
が

主
催
し
、
浙
江
省
政
府
が
後
援
す

る
デ
ザ
イ
ン
賞
。
２
０
１
５
年
に

ス
タ
ー
ト
し
、
こ
の
７
年
間
に
70

カ
国
・
地
域
か
ら
４
万
３
０
０
０

件
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
中
国

を
代
表
す
る
国
際
的
な
デ
ザ
イ
ン

賞
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
同
社

か
ら
は
、
２
０
１
９
年
に
オ
フ
ィ

ス
チ
ェ
ア
ー「
ｉ
ｎ
ｇ（
イ
ン
グ
）」

が
「
Ｓ
ｉ
ｌ
ｖ
ｅ
ｒ 

Ａ
ｗ
ａ
ｒ

ｄ
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
今
回
受
賞
し
た
「
鉛
筆
シ
ャ
ー

プ
」
は
、
鉛
筆
の
良
さ
を
見
つ
め

直
し
、
見
た
目
か
ら
使
い
心
地
ま

で
鉛
筆
の
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
さ
を

目
指
し
て
、
細
部
ま
で
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
。
本

体
は
ツ
ヤ
の
あ
る
六
角
軸
で
、
ペ

ン
先
は
鉛
筆
を
削
っ
た
よ
う
な
質

感
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
鉛
筆

の
多
様
な
筆
記
線
の
太
さ
を
表
現

で
き
る
よ
う
、
０
・
３
～
１
・
３
㍉

の
５
種
の
芯
径
を
取
り
そ
ろ
え
、

ノ
ッ
ク
部
分
の
穴
に
直
接
芯
を
入

れ
る
だ
け
の
ス
ピ
ー
ド
イ
ン
機
構

を
採
用
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
な

こ
だ
わ
り
が
２
０
２
０
年
11
月
の

発
売
以
来
、
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
か

ら
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
２
０
２
１
年
に
は
公
益

財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会

が
主
催
す
る
「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
　
Ｄ

Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
　
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
　

２
０
２
１
」
に
お
い
て
、「
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
・
ベ
ス
ト
１
０
０
」

に
も
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
受
賞
に
関
す
る
、
同
商

品
の
企
画
開
発
担
当
者
は
、「
国

内
の
『
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ

Ｎ 

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
』
に
続
い
て
、

海
外
で
も
『
Ｄ
Ｉ
Ａ
２
０
２
２
』

の
『
Ｈ
ｏ
ｎ
ｏ
ｒ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
　
Ｍ

ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
』
と
し
て
評
価
を

得
、
大
変
光
栄
。
同
商
品
は
、『
鉛

筆
シ
ャ
ー
プ
』
シ
リ
ー
ズ
の
原
点

に
立
ち
戻
り
、
誰
も
が
気
軽
に
使

え
る
よ
う
な
鉛
筆
の
シ
ン
プ
ル
さ

と
、
そ
の
印
象
を
再
現
す
る
よ
う

に
サ
イ
ズ
や
素
材
感
に
こ
だ
わ
っ

て
開
発
し
て
き
た
。
芯
径
や
濃
度

も
複
数
用
意
す
る
こ
と
で
、
文
字

だ
け
で
な
く
図
表
や
絵
画
ま
で
幅

広
い
筆
記
表
現
を
体
感
し
て
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　
株
式
会
社
ラ
イ
オ
ン
事
務
器

（
髙
橋
俊
泰
社
長
、
東
京
都
）
は
、
４
月
26
～
28
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
・
西
展
示
棟
で
開
催
す
る
ド

イ
ツ
発
の
国
際
オ
フ
ィ
ス
家
具

見
本
市
「
オ
ル
ガ
テ
ッ
ク
東
京

２
０
２
３
」
に
出
展
す
る
。

　
展
示
ブ
ー
ス
は
、「
Ｍ
ｙ
　
Ｆ

ａ
ｖ
ｏ
ｒ
ｉ
ｔ
ｅ
　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ

ｅ
」
を
テ
ー
マ
に
、
多
様
な
働
き

方
に
寄
り
添
う
魅
力
的
な
空
間
づ

く
り
を
提
案
す
る
。
木
質
で
統
一

し
た
居
心
地
の
良
い
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
や
、
自
然
と
人
が
集
ま
り

た
く
な
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
カ

フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
、
屋
外
用
家
具
を

思
わ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
を
用
い
た
非

日
常
感
を
味
わ
え
る
ロ
ー
ス
タ
イ

ル
ワ
ー
ク
な
ど
、
ワ
ー
カ
ー
の
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
や
働
く
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
創
造
的

な
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
再
現
し
、

体
感
展
示
を
行
う
。

　
ま
た
、
集
中
作
業
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
適
し
た
ワ
ー
キ

ン
グ
ブ
ー
ス
「
デ
リ
カ
ブ
ー
ス
」

内
に
、「
除
菌
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ダ
ウ
ン
ラ

イ
ト
」
を
搭
載
し
た
モ
デ
ル
を
参

考
展
示
す
る
。

　「
除
菌
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
」
は
、
ウ

イ
ル
ス
や
細
菌
に
対
す
る
抑
制
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
、
可
視

光
線
域
の
４
０
５
ｎ
ｍ
白
色
Ｌ
Ｅ

Ｄ
チ
ッ
プ
（
国
内
製
造
品
）
の
み

を
使
用
し
た
照
明
。
実
用
的
な
明

る
さ
の
照
明
機
能
と
除
菌
機
能
を

両
立
し
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
広

範
囲
に
ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
対
策
が

期
待
で
き
る
。

　
株
式
会
社
キ
ン
グ
ジ
ム
（
宮
本

彰
社
長
、
東
京
都
）
は
、
エ
シ
カ

ル
消
費
を
広
め
る
た
め
の
東
京
都

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

エ
シ
カ
ル
」
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
参
画
、
エ
シ
カ
ル
消
費
の
普
及

や
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
エ
シ
カ
ル
」
は
、

東
京
都
の「『
未
来
の
東
京
』戦
略
」

の
一
環
と
し
て
、「
エ
シ
カ
ル
消

費
」
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
・

団
体
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
エ
シ
カ
ル
消
費
を
日
常
に
す

る
た
め
の
社
会
的
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
エ
シ
カ

ル
消
費
を
実
践
し
や
す
い
環
境
の

整
備
を
目
指
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。

　
同
社
は
、
１
９
９
８
年
か
ら
ラ

ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
「
テ
プ
ラ
」
の
使

用
済
み
テ
ー
プ
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を

回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー

ス
（
再
使
用
）
を
行
う
こ
と
で
、

地
球
環
境
を
守
る
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
ヤ
マ
ト
株
式
会
社
（
長
谷
川
豊

社
長
、東
京
都
）
の
看
板
商
品
「
ヤ

マ
ト
糊
」
が
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
ら
ん
ま
ん
」

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
世
界
的
植
物

学
者
牧
野
富
太
郎
博
士
の
書
斎
再

現
に
展
示
さ
れ
、
４
月
３
日
よ
り

東
京
の
練
馬
区
立
牧
野
記
念
庭
園

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
記
念
庭
園
は
、
博
士
が
逝
去
す

る
ま
で
の
30
年
間
過
ご
し
た
自
宅

と
庭
の
跡
地
。
博
士
が
愛
用
し
て

い
た
道
具
の
中
に
は「
ヤ
マ
ト
糊
」

が
あ
り
、
今
回
再
現
さ
れ
た
書
斎

に
も
瓶
容
器
の
「
ヤ
マ
ト
糊
」
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。

の
表
現
革
新
カ
ン
パ
ニ
ー
」
の
一

員
に
な
る
た
め
、
特
別
講
師
と
し

て
迎
え
た
「
デ
ッ
サ
ン
ラ
ボ
」（
デ

ッ
サ
ン
の
プ
ロ
集
団
）
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
課
題
の
「
自
分
の

樹
」
を
描
く
表
現
を
体
験
し
た
。

　
こ
の
後
、
先
輩
社
員
よ
り
「
思

い
っ
き
り
も
の
づ
く
り
の
仕
事
が

出
来
て
、
そ
の
仕
事
を
世
界
中
の

人
に
届
け
る
こ
と
が
出
来
て
、
そ

れ
を
気
に
入
っ
て

買
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
に
、
と
て
も
や
り

が
い
を
感
じ
て
い

る
。
多
様
な
考
え
を

持
っ
た
社
員
の
中

で
、
み
ん
な
が
自
分

の
意
見
を
出
し
合
っ

て
相
互
に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
出
来
る
こ
と

は
楽
し
い
こ
と
。
一

緒
に
仕
事
し
て
高

め
あ
っ
て
い
こ
う
」

「
当
社
の
社
員
は
面

倒
見
が
良
い
社
員
が

多
く
、
困
っ
た
と
き

は
助
け
て
く
れ
る
先

輩
社
員
が
た
く
さ
ん

い
る
。
一
人
ひ
と
り
が
責
任
感
を

持
っ
て
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と

は
大
切
だ
が
、
困
っ
た
と
き
は
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
、
周
り
に
相
談

で
き
る
と
思
う
。
一
緒
に
も
っ
と

良
い
会
社
に
し
て
い
こ
う
」
な
ど

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ

た
。

　
こ
の
後
、
記
念
写
真
の
撮
影
で

閉
じ
た
。

コクヨ「鉛筆シャープ」
国際デザイン賞「ＤＩＡ」で
Honorable　Mention を受賞

受
賞
し
た
鉛
筆
シ
ャ
ー
プ

ライオン事務器

オ
ル
ガ
テ
ッ
ク
に
出
展

除
菌
Ｌ
Ｅ
Ｄ
搭
載
家
具　

紹
介

な　
ど

ラ
イ
オ
ン
事
務
器
の
ブ
ー
ス

三菱鉛筆

デ
ッ
サ
ン
に
も
挑
戦

恒
例
の
鉛
筆
け
ず
り
入
社
式先輩の指導受けながら鉛筆けずりに挑戦

鉛筆削りに挑戦した鉛筆とデッサンを持っての記念撮影

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
エ

シ
カ
ル
に
参
画

〇
…
キ
ン
グ
ジ
ム

朝
ド
ラ
の
モ
デ
ル

牧
野
博
士
の
書
斎

ヤ
マ
ト
糊
が
展
示

牧
野
博
士
の
書
斎
再
現


